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LTB

LTB; TNFC; TNFSF3; Lymphotoxin-beta; LT-beta; Tumor necrosis factor C; TNF-C; Tumor
necrosis factor ligand superfamily member 3
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	応用
	抗原情報
	背景
	リンホトキシンβは、TNFファミリーのII型膜タンパク質です。リンホトキシンαをヘテロ三量体形成によって細胞表面に固定します。リンパ球表面で優勢な形態はリンホトキシンα1/β2複合体（例：α分子1個/β分子2個）であり、この複合体はリンホトキシンβ受容体の主要リガンドです。リンホトキシンα2/β1複合体は、比較的少量しか存在しません。LTBは炎症反応系の誘導因子であり、リンパ組織の正常な発達に関与しています。リンホトキシンβアイソフォームbはリンホトキシンαと複合体を形成できないため、リンホトキシンβはリンホトキシンαとは独立した機能を持つことが示唆されています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：LTBR/TNFRSF3に結合するサイトカイン。免疫応答の調節において特定の役割を果たす可能性がある。ヘテロ三量体複合体が細胞表面に付着するための膜アンカーを提供する。アイソフォーム2はおそらく機能しない。,類似性：腫瘍壊死因子ファミリーに属する。,サブユニット：LTBサブユニット2個とLTAサブユニット1個、または（より一般的ではないが）LTBサブユニット1個とLTAサブユニット2個からなるヘテロ三量体。,組織特異性：脾臓および胸腺。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;
	画像データ
	

	TNFC抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNFC抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LT-βポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

